
ジュゼッペ・ヴェルディ 

（Giuseppe Verdi）は、19 世紀イタリアの最も重要なオペラ作曲家の一人であり、彼の作

品はオペラの黄金時代を代表するものとして広く認識されています。ヴェルディのオペラ

は、感情豊かでドラマティックな音楽、深い人間ドラマ、そして強い物語性が特徴です。 

ヴェルディの代表作とその特徴 

1. 《リゴレット（Rigoletto）》 

• 初演: 1851年、ヴェネツィア 

• 概要: 物語は、宮廷の道化師リゴレットと彼の娘ジルダの悲劇的な関係を描い

ています。リゴレットの過去の過ちが、彼とジルダの運命に影を落とし、深い悲劇

が展開されます。 

• 特徴的な曲: 「クェルチェト（La donna è mobile）」、ジルダのアリア「カール・マネ・

ペル（Caro nome）」 

**《リゴレット（Rigoletto）》**は、ジュゼッペ・ヴェルディが作曲したオペラで、彼の中期の代

表作として広く認識されています。1860 年にヴェネツィアで初演され、以降のオペラ界に

大きな影響を与えた作品です。ヴェルディがシェイクスピアの戯曲『リア王』に触発されて

作曲したこのオペラは、悲劇的なドラマと感情深い音楽が特徴です。 

概要と背景 

• 作曲者: ジュゼッペ・ヴェルディ 

• 台本: フランチェスコ・マリア・ピアーヴェ（Francesco Maria Piave） 

• 初演: 1851年、ヴェネツィア 

《リゴレット》は、ヴェルディの「三部作（Trilogia popolare）」の一部であり、他の作品には《トラ

ヴァータ（La Traviata）》や《イル・トロヴァトーレ（Il Trovatore）》があります。このオペラは、深

い人間ドラマと社会的な批判が交錯する物語が展開されます。 

主要キャラクター 



1. リゴレット（Rigoletto）: 主人公で、ミラノの宮廷の道化師。皮肉と風刺で周囲をか

らかうが、実際には深い悲しみと愛を抱えている。娘ジルダを深く愛しているが、そ

の愛が悲劇的な結果を招く。 

2. ジルダ（Gilda）: リゴレットの娘で、純真で無垢な性格。父親を深く信頼し、愛して

いるが、彼女の無知と純粋さが悲劇を引き起こす。 

3. ドゥケ（Duke of Mantua）: ミラノの貴族で、女性たちを誘惑することに快感を感じて

いる。ジルダに対しても愛を示すが、実際には彼女を利用するだけである。 

4. マッダレーナ（Maddalena）: ドゥケの愛人で、彼の計画に巻き込まれる重要な役

割を果たす。 

5. スパラフチーレ（Sparafucile）: 暗殺者で、リゴレットの依頼を受けて暗殺を行う。 

あらすじ 

第一幕 

• 舞台: ミラノの宮廷とリゴレットの家 

• リゴレットは宮廷の道化師として、貴族たちから馬鹿にされています。彼は常に皮

肉と風刺で周囲をからかい、しかしその裏には深い悲しみと悩みがあります。リゴ

レットには一人娘ジルダがあり、彼女を大切に守ろうとしています。 

• ドゥケ・オブ・マンチュア（ドゥケ）は、リゴレットの娘ジルダに恋をし、彼女を誘惑する

ために策略を巡らせます。ジルダはドゥケの求愛を受け入れ、彼を愛するようにな

りますが、ドゥケは彼女を単なる遊びの対象として扱っています。 

第二幕 

• 舞台: リゴレットの家と宮廷 

• リゴレットは、自身が貴族たちに侮辱されていることに怒りを感じ、娘ジルダを守る

ためにあらゆる手段を講じます。ドゥケはジルダをさらう計画を立て、リゴレットの家に

侵入します。 

• ジルダはドゥケの真実の愛を信じて彼を迎え入れますが、ドゥケは彼女を去ると約

束します。リゴレットは、ジルダがドゥケにさらわれたことにショックを受け、深い絶望

と怒りを感じます。 



第三幕 

• 舞台: リゴレットの家とスパラフチーレの宿屋 

• リゴレットは、ドゥケを殺すために暗殺者スパラフチーレを雇います。スパラフチーレ

はリゴレットに報酬を求め、ジルダを暗殺することで契約を結びます。 

• ジルダは、ドゥケに対する愛が原因で、リゴレットの計画に巻き込まれ、悲劇的な

運命を迎えることになります。ジルダは自らを犠牲にしてドゥケを守ろうとし、最終的

には彼女の死がリゴレットに大きな痛手を与えることになります。 

• 最終的には、リゴレットがジルダの死体を発見し、彼の計画が間違っていたことに

気づき、深い悲しみに打ちひしがれます。 

音楽とテーマ 

• 音楽の特徴: 《リゴレット》の音楽は、ヴェルディのドラマティックなスタイルが色濃く

反映されており、キャラクターの感情や物語の緊張感を強調しています。アリア

や合唱曲は、物語の感情的なクライマックスを引き立てるために用いられていま

す。 

• 主要なアリア: 

o 「クェルチェト（La donna è mobile）」: ドゥケの有名なアリアで、女性の移り

気を嘲笑する内容。 

o ジルダのアリア「カール・マネ・ペル（Caro nome）」: ジルダがドゥケを愛して

いることを歌う感情豊かなアリア。 

o リゴレットのアリア「ア・パラディ（Pari siamo）」: リゴレットが感情的な葛藤を

表現するシーンでのアリア。 

• テーマ: このオペラの主要テーマは、運命、復讐、愛、そして人間の苦悩です。

リゴレットの個人的な悲劇と、彼の愛するジルダとの関係が物語の中心にあり、

社会的な階層や人間関係の複雑さが描かれています。 

舞台演出と視覚的要素 

• ドラマティックな演出: 《リゴレット》の舞台は、感情的なクライマックスや劇的な展

開を引き立てるために、豪華で緻密な舞台装置や衣装が使用されます。リゴレ



ットの家のシーンや宮廷の場面は、物語の雰囲気を強調するために工夫されて

います。 

結論 

《リゴレット》は、ジュゼッペ・ヴェルディの中でも最も影響力のあるオペラの一つであり、その

ドラマティックな音楽と深い人間ドラマが特徴です。リゴレットの悲劇的な運命とジルダと

の愛が物語の中心にあり、ヴェルディのオペラ作曲家としての才能が最大限に発揮され

ています。この作品は、オペラの歴史において重要な位置を占め、多くのオペラファンに

愛され続けています。 

 

2. 《トラヴァータ（La Traviata）》 

• 初演: 1853年、ヴェネツィア 

• 概要: フランスの社交界を舞台に、売春婦ヴィオレッタと貴族アルフレードとの悲

恋を描いています。社会的な偏見と個人の運命が交錯し、感動的なドラマが

展開されます。 

• 特徴的な曲: 「マリ・ディ・アモール（Libiamo ne' lieti calici）」、ヴィオレッタのアリア

「アマ・ドミ・レマーレ（Sempre libera）」 

**《トラヴァータ（La Traviata）》**は、ジュゼッペ・ヴェルディによるオペラで、彼の中期の傑

作として広く認識されています。1853 年にヴェネツィアで初演され、その後もオペラのレパ

ートリーに欠かせない作品となっています。このオペラは、愛、犠牲、そして社会的な偏

見をテーマにした感動的なドラマを展開します。 

概要と背景 

• 作曲者: ジュゼッペ・ヴェルディ 

• 台本: フランチェスコ・マリア・ピアーヴェ（Francesco Maria Piave） 

• 初演: 1853年、ヴェネツィア 



《トラヴァータ》は、アレクサンドル・デュマ・フィスの小説『ラ・ダム・オ・カミリヤ（La Dame aux 

Camélias）』に基づいています。物語は、19 世紀のパリを舞台に、売春婦ヴィオレッタと貴

族アルフレードの悲劇的な愛を描いています。 

主要キャラクター 

1. ヴィオレッタ・ヴァレリー（Violetta Valéry）: 主人公で、パリの高級娼婦。彼女は、

自身の過去の生活から脱却し、新しい人生を求めているが、社会的な偏見と

健康問題が彼女の幸せを阻んでいます。 

2. アルフレード・ジェルモン（Alfredo Germont）: ヴィオレッタの恋人で、彼女を真剣に

愛し、彼女との未来を築こうとします。彼の家族との対立が物語に影響を与えま

す。 

3. ジョルジュ・ジェルモン（Giorgio Germont）: アルフレードの父で、ヴィオレッタとの関

係が息子の名誉を傷つけると考え、彼女に別れるように迫ります。 

あらすじ 

第一幕 

• 舞台: パリのサロン 

• ヴィオレッタ・ヴァレリーは、華やかな社交界の中心である高級娼婦で、多くの客

を持っています。彼女は自らの健康に不安を抱えつつも、社交的な生活を楽し

んでいます。 

• アルフレード・ジェルモンがヴィオレッタに告白し、彼女は彼の愛に心を動かされま

す。アルフレードは、ヴィオレッタに対して真剣な感情を抱き、彼女を幸せにしたい

と考えています。 

• ヴィオレッタはアルフレードの愛を受け入れる決心をし、彼と共に新しい生活を始

めることを決意します。 

第二幕 

• 舞台: ヴィオレッタとアルフレードの田舎の家 

• ヴィオレッタとアルフレードは、田舎の家で平穏な生活を楽しんでいますが、彼ら

の幸せは長く続かないことがわかります。アルフレードの父、ジョルジュ・ジェルモ



ンが訪れ、ヴィオレッタに対して息子との別れを要求します。彼はヴィオレッタの過

去がアルフレードの社会的な地位に悪影響を与えると主張します。 

• ヴィオレッタはアルフレードのために別れることを決意しますが、この決断は彼女の

健康にさらに悪影響を及ぼすことになります。 

• アルフレードは、ヴィオレッタが彼を裏切ったと誤解し、激しい怒りを表現します。彼

はヴィオレッタの前で彼女の過去を公にし、彼女の名誉を傷つけます。 

第三幕 

• 舞台: パリのヴィオレッタのアパート 

• ヴィオレッタは重い病にかかり、健康が悪化しています。彼女は自分の命が尽き

ることを理解し、最後の瞬間を迎える準備をしています。 

• アルフレードは、ヴィオレッタが彼と別れた理由が実は彼女の愛によるものであっ

たことを知り、後悔と悲しみを抱えながら彼女のもとに戻ります。彼はヴィオレッタの

病床に駆けつけ、彼女に謝罪し、彼の愛を告げます。 

• ヴィオレッタとアルフレードは、短いながらも再び愛を確認し合い、感動的なフィナ

ーレを迎えます。しかし、ヴィオレッタは最終的に命を落とし、悲劇的な結末となり

ます。 

音楽とテーマ 

• 音楽の特徴: 《トラヴァータ》は、美しいメロディーと感情的なアリアが特徴です。

ヴェルディの音楽は、キャラクターたちの内面の葛藤や物語の感情的なクライマ

ックスを強調しています。特に、ヴィオレッタのアリアやアルフレードとのデュエット

は、感情的な深さと美しさを兼ね備えています。 

• 主要なアリア: 

o 「アマ・ドミ・レマーレ（Sempre libera）」: ヴィオレッタのアリアで、彼女が自由

を追い求める気持ちを歌います。 

o 「クェルチェト（Libiamo ne' lieti calici）」: パーティーシーンでの有名な合唱

曲で、飲みの席での楽しさを歌っています。 

o ヴィオレッタのアリア「カール・マネ・ペル（Caro nome）」: ヴィオレッタがアル

フレードに対する愛を歌う感動的なアリア。 



• テーマ: 《トラヴァータ》の主要テーマは、愛、犠牲、社会的偏見、そして個人の

幸福です。ヴィオレッタとアルフレードの愛が中心となり、彼らの関係が社会的な

制約や健康問題によって試される様子が描かれています。社会的な偏見や道

徳的な圧力が、個人の幸福を阻む様子が強調されています。 

舞台演出と視覚的要素 

• リアリズムの演出: 《トラヴァータ》の舞台は、19世紀のパリの社交界と田舎の生

活を反映したリアリスティックな演出が特徴です。衣装や舞台装置は、物語の背

景や時代を忠実に再現し、観客に時代の雰囲気を伝えます。 

• 感情的な演出: ヴィオレッタの病気や愛の葛藤を強調するために、舞台上での

演出が感情的な深みを持つように工夫されています。ヴィオレッタの健康の悪化

と彼女の最期を描く場面は、感動的で劇的な演出が行われます。 

結論 

《トラヴァータ》は、ジュゼッペ・ヴェルディの中でも最も人気があり、感動的なオペラの一

つです。愛と社会的な制約、そして個人の幸福をテーマにしたこの作品は、深い感情と

ドラマティックな展開を通じて、オペラの歴史における重要な位置を占めています。ヴェル

ディの音楽と物語の力強さが、今なお多くのオペラファンに愛され続けています。 

 

3. 《アイーダ（Aida）》 

• 初演: 1871年、カイロ 

• 概要: 古代エジプトを舞台に、エジプトの将軍ラダメスとエチオピアの囚人アイー

ダとの悲恋を描いた壮大なオペラです。戦争、愛、忠誠が交錯するドラマが展

開されます。 

• 特徴的な曲: 「アンダ・ラ・スティア（Celeste Aida）」、勝利の行進曲「トライアンフ

ル・マーチ（Triumphal March）」 

《アイーダ（Aida）》**は、ジュゼッペ・ヴェルディが作曲したオペラで、彼の最も著名な作品

の一つです。1871 年にエジプトのカイロで初演され、その壮大なスケールと感情的なド



ラマが特徴です。このオペラは、古代エジプトを舞台に、愛と忠誠、戦争と裏切りが交

錯する物語を描いています。 

概要と背景 

• 作曲者: ジュゼッペ・ヴェルディ 

• 台本: アントニオ・ギスランツォーニ（Antonio Ghislanzoni） 

• 初演: 1871年、カイロのオペラハウス（現存するオペラハウス） 

《アイーダ》は、エジプトとエチオピアの戦争を背景にした悲劇的なラブストーリーで、古

代エジプトの華やかな文化と壮大な舞台装置が特徴です。 

主要キャラクター 

1. アイーダ（Aida）: エチオピアの王女で、エジプトに捕らえられて奴隷として働いて

います。彼女はエジプトの将軍ラダメスに恋をしているが、彼の愛も深い一方

で、彼女のエチオピアへの忠誠が複雑な状況を作り出します。 

2. ラダメス（Radamès）: エジプトの若い将軍で、アイーダを愛しています。彼の忠誠

と愛が物語の中心となり、彼の決断が悲劇的な結末を招きます。 

3. アムネリス（Amneris）: エジプトの王女で、ラダメスの婚約者。アイーダに対して嫉

妬心を抱き、彼女との対立が物語を複雑にします。 

4. アモナスロ（Amonasro）: アイーダの父で、エチオピアの王。彼はエジプトに対して

復讐心を持っており、アイーダを利用して自国の利益を追求します。 

あらすじ 

第一幕 

• 舞台: エジプトの宮殿と神殿 

• エジプトはエチオピアとの戦争に直面しています。エジプトの王女アムネリスは、

将軍ラダメスを愛しており、彼との婚約を望んでいます。一方、ラダメスはエチオ

ピアの捕虜であるアイーダを密かに愛しています。 



• アイーダはエジプトに捕らえられて奴隷として働いていますが、彼女の心はエチオ

ピアの祖国にあります。彼女はラダメスの愛に応え、彼との未来を夢見ていま

す。 

• エジプト王は、戦争に勝利した者に報酬を与えると発表します。ラダメスは戦争

に出征する準備をし、アイーダとの別れを悲しみます。 

第二幕 

• 舞台: エジプトの王宮と神殿 

• エジプトは戦争に勝利し、凱旋式が行われます。ラダメスは勝利を祝われ、アイ

ーダとの再会を喜びます。しかし、アムネリスはラダメスの心が他の女性にあるこ

とに気づき、嫉妬心を抱きます。 

• アイーダとラダメスの愛は、アムネリスの嫉妬心によって試されます。アムネリス

は、アイーダがエチオピアの王女であることを発見し、彼女に対して意地悪な策

略を巡らせます。 

第三幕 

• 舞台: エジプトの王宮とエチオピアのキャンプ 

• エチオピアの王アモナスロは、アイーダに対してエジプトの軍事情報を持ち帰るよ

うに命じます。アイーダは愛と忠誠の間で葛藤し、ラダメスに戦略を明かしてしま

います。 

• エジプト軍の動きがエチオピアに知られ、ラダメスとアイーダは不幸な結末を迎え

ることになります。ラダメスは、裏切りの罪で告発され、囚われの身となります。 

第四幕 

• 舞台: エジプトの地下牢と神殿 

• ラダメスは地下牢に囚われ、アイーダは彼を救うために密かに地下に忍び込み

ます。アイーダとラダメスは、最期の時を共に過ごす決意をします。 

• 二人は地下で一緒に死ぬことを選び、最後の瞬間を迎えます。彼らの愛と悲劇

が強調される中、物語は感動的な結末を迎えます。 

音楽とテーマ 



• 音楽の特徴: 《アイーダ》は、その壮大なスケールと華麗な音楽が特徴です。ヴ

ェルディの音楽は、感情的なアリア、豪華な合唱曲、そして壮大なシンフォニー

が組み合わさっています。特に「勝利の行進曲（Triumphal March）」は有名です。 

• 主要なアリア: 

o 「アンダ・ラ・スティア（Celeste Aida）」: ラダメスのアリアで、アイーダに対す

る愛と尊敬の気持ちを歌います。 

o 「ラ・フラリャ（O patria mia）」: アイーダのアリアで、彼女が祖国エチオピア

を思い出し、悲しむ心情を表現します。 

o 「アモーレ・ミオ（Ritorna vincitor!）」: アイーダとラダメスのデュエットで、二

人の愛と希望を歌います。 

• テーマ: 《アイーダ》の主要テーマは、愛、忠誠、戦争、そして悲劇です。アイー

ダとラダメスの愛が中心となり、彼らの関係がエチオピアとエジプトの戦争や社

会的な圧力によって試されます。また、社会的な立場や国家の忠誠が個人の

幸福に与える影響が描かれています。 

舞台演出と視覚的要素 

• 壮大な演出: 《アイーダ》の舞台は、古代エジプトの華やかな文化を反映した壮

大な演出が特徴です。エジプトの神殿や宮殿のセット、豪華な衣装、そして大

規模な合唱シーンが物語のスケールを引き立てています。 

• 感情的な演出: ヴェルディの音楽と合わせて、感情的な深みを持つ演出が行

われ、キャラクターたちの葛藤や愛の物語が強調されます。特に、ラダメスとアイ

ーダの最期のシーンは、感動的で劇的な演出が施されています。 

結論 

《アイーダ》は、ジュゼッペ・ヴェルディの最高傑作の一つであり、壮大なスケールと深い

感情を兼ね備えたオペラです。古代エジプトを舞台にした愛と忠誠の物語が、ヴェルディ

の音楽によって感動的に描かれており、多くのオペラファンに愛され続けています。この

作品は、オペラの歴史における重要な位置を占め、今なお世界中で上演されていま

す。 

 



4. 《オテロ（Otello）》 

• 初演: 1887年、ミラノ 

• 概要: シェイクスピアの戯曲『オセロ』を基にしたオペラで、ジェイゴの策略によって

嫉妬に駆られたオテロが、妻デズデーモナを殺す悲劇を描いています。感情の

葛藤と心理的緊張が特徴です。 

• 特徴的な曲: オテロのアリア「ア・ペルセウス・カスティガーレ（Dio! mi potevi 

scagliar）」 

**《オテロ（Otello）》**は、ジュゼッペ・ヴェルディが作曲したオペラで、彼の最後のオペラ

の一つです。1887 年にミラノで初演され、シェイクスピアの戯曲《オセロ（Othello）》を基に

したこの作品は、深い心理的なドラマと緊迫感に満ちた音楽で知られています。 

概要と背景 

• 作曲者: ジュゼッペ・ヴェルディ 

• 台本: アルフレード・ジャコーザ（Arrigo Boito） 

• 初演: 1887年 2 月 5 日、ミラノのスカラ座 

• ジャンル: トラジェディア（悲劇） 

• 構成: 全 4 幕 

• 言語: イタリア語 

あらすじ 

《オテロ》は、シェイクスピアの悲劇『オセロ』を基にしたストーリーで、嫉妬、裏切り、悲劇

が交錯する物語です。 

第一幕 

1. ヴェネツィアの防衛 

o オテロ（オセロ）は、ヴェネツィアの軍司令官であり、彼の指揮でヴェネツィ

アが敵軍に勝利を収めたところから物語が始まります。彼はエミリアと結

婚し、幸せな生活を送っていると考えられています。 

2. イアーゴの陰謀 



o イアーゴはオテロの部下であり、彼の嫉妬と不満からオテロを陥れようとし

ています。イアーゴは、自分が昇進できなかったことに対する怒りを抱き、

オテロに対して陰謀を巡らせます。 

3. デズデモーナの紹介 

o オテロの妻デズデモーナは、彼を深く愛しており、二人の結婚が周囲の

人々に祝福されています。しかし、イアーゴは彼女に対して不信感を抱か

せるための策略を練ります。 

第二幕 

1. イアーゴの策略 

o イアーゴは、オテロに対して妻デズデモーナの忠誠心に疑いを持たせる

ため、巧妙な策略を使います。彼はオテロに対して、デズデモーナがキャ

シオ（オテロの部下）と不倫していると信じ込ませます。 

2. オテロの嫉妬 

o イアーゴの策略により、オテロはデズデモーナへの信頼を失い、彼女の

不忠に対する嫉妬と疑念に苦しみます。オテロは次第に冷酷になり、デ

ズデモーナに対する疑念が強まります。 

第三幕 

1. キャシオの策略 

o イアーゴはキャシオを罠にはめ、彼を酔わせて騒動を起こさせます。この

騒動がオテロの疑念をさらに強め、デズデモーナに対する嫉妬心が増し

ます。 

2. デズデモーナへの疑念 

o オテロはデズデモーナがキャシオと関係があると確信し、彼女に対する

怒りが募ります。イアーゴはその状況を利用して、オテロをさらに追い詰め

ます。 

第四幕 

1. 悲劇的な結末 



o オテロはデズデモーナの「不忠」を信じ込み、彼女を殺す決意をします。

デズデモーナは無実であると信じており、オテロの暴力に驚きながらも最

期を迎えます。 

2. 真実の暴露 

o イアーゴの陰謀が暴露され、オテロは自らの行動の愚かさを悔い、深い

悲しみに包まれます。最終的に、オテロは自ら命を絶つことで悲劇的な

結末を迎えます。 

音楽の特徴 

• 序曲: 《オテロ》の序曲は、物語の緊迫感とドラマを予感させる壮大な音楽で

す。序曲は、物語の感情的な深さを反映し、オペラ全体の雰囲気を設定しま

す。 

• アリアとデュエット: 

o オテロのアリア「Dio! mi potevi scagliar（神よ！私に呪いをかけてくれ）」は、

彼の苦悩と嫉妬心を強く表現しています。 

o デズデモーナのアリア「Piangea cantando（歌いながら涙を流した）」は、彼

女の悲しみと無実を表現する感動的な楽曲です。 

• 合唱とオーケストレーション: オペラの中で使用される合唱やオーケストレーション

は、物語の緊張感と感情の深さを強調しています。特に、戦争のシーンや感情

的な対話の部分で、その力が顕著です。 

まとめ 

《オテロ》は、ヴェルディの最晩年の傑作であり、シェイクスピアの『オセロ』の深いドラマと

複雑な人間心理を音楽で見事に表現した作品です。ヴェルディの緻密な作曲と、シェイ

クスピアの原作に基づく強力なドラマが融合し、観客に深い感動を与えるオペラです。 

 

5. 《ファルスタッフ（Falstaff）》 

• 初演: 1893年、ミラノ 



• 概要: ウィリアム・シェイクスピアの喜劇『ウィンザーの陽気な女房たち』を基にした

コメディーオペラで、老いぼれた騎士ファルスタッフが巻き起こす喜劇的な騒動

を描いています。 

• 特徴的な曲: 「トゥッティ・タネ（Tutti gabbati）」 

ヴェルディの音楽スタイルと特徴 

• ドラマティックな表現: ヴェルディのオペラは、深い感情表現とドラマティックな展

開が特徴です。キャラクターの内面の葛藤や人間関係の複雑さを音楽で巧み

に描写しています。 

• メロディーの豊かさ: ヴェルディの音楽は、美しいメロディーと緻密なオーケストレー

ションが特徴です。彼のアリアや合唱曲は、聴衆に強い印象を残します。 

• 社会的テーマ: ヴェルディのオペラには、社会的な問題や人間の苦悩が反映さ

れており、リアリズムの要素が取り入れられています。特に『トラヴァータ』や『リゴレ

ット』などには、当時の社会問題に対する批判が含まれています。 

舞台演出と視覚的要素 

• 豪華な舞台装置: ヴェルディのオペラは、しばしば豪華な舞台装置と衣装が使

われ、物語の背景や時代を反映します。《アイーダ》や《オテロ》などでは、壮大

な舞台演出が音楽と物語のスケールを引き立てます。 

• コメディと悲劇のバランス: ヴェルディは、喜劇的な要素と悲劇的な要素を巧み

に組み合わせることができました。《ファルスタッフ》のようなコメディーオペラと、《リ

ゴレット》や《トラヴァータ》のような悲劇的なオペラの両方で、その才能を発揮して

います。 

結論 

ジュゼッペ・ヴェルディは、その豊かな音楽性と深いドラマ性で、オペラの歴史に大きな影

響を与えた作曲家です。彼の作品は、感情的な深さと劇的な展開が特徴で、世界中

のオペラハウスで広く上演されています。ヴェルディのオペラは、彼の時代を超えてもなお

多くの人々に感動を与え続けています。 



《ファルスタッフ（Falstaff）》**は、ジュゼッペ・ヴェルディの最後のオペラで、彼の最後の

傑作の一つとされています。1893 年にミラノで初演され、ウィリアム・シェイクスピアの喜劇

《ヘンリー四世（Henry IV）》と《ウィンザーの陽気な女房たち（The Merry Wives of Windsor）》

に基づいています。ヴェルディはこの作品で、彼のキャリアの集大成を迎え、音楽的にも

劇的にも非常に成熟した作品を生み出しました。 

概要と背景 

• 作曲者: ジュゼッペ・ヴェルディ 

• 台本: フランコ・ヴァレッリ（Arrigo Boito） 

• 初演: 1893年、ミラノのスカラ座 

《ファルスタッフ》は、喜劇的な要素を取り入れたオペラで、ヴェルディが晩年に作曲した

作品です。シェイクスピアの喜劇的なキャラクターを中心に、ユーモアと人間ドラマが織り

交ぜられた作品です。 

主要キャラクター 

1. ファルスタッフ（Falstaff）: 主人公で、肥満した騎士であり、愚かな詐欺師。彼は

金銭目的で若い女性たちにプロポーズし、彼女たちに騙されることになります。 

2. ミス・フォード（Mistress Ford）: 知的で賢い女性で、ファルスタッフの詐欺に対抗

し、彼を懲らしめるために策を巡らせます。 

3. ミス・パーシー（Mistress Page）: ミス・フォードの親友で、彼女と協力してファルスタ

ッフに仕返しをします。 

4. フェントン（Fenton）: 若い貴族で、ミス・ページの娘アリスの恋人。彼は恋愛に対

して真剣で、ファルスタッフの策略からアリスを守ります。 

5. アリス（Alice Ford）: ミス・フォードの娘で、ファルスタッフのプロポーズを拒絶し、

彼を罰するために母親と協力します。 

6. ダク・ダク（Dr. Caius）: 院長で、ファルスタッフに対して個人的な恨みを抱いてい

ます。 

あらすじ 

第一幕 



• 舞台: イングランドのウィンザー 

• ファルスタッフは、貧困に苦しみながらも、若い女性たちに金銭を得るためにプロ

ポーズします。彼はミス・フォードとミス・ページの二人の女性に同時にプロポーズ

し、彼女たちが金銭的に援助してくれると考えます。 

• ミス・フォードとミス・ページは、ファルスタッフの策略を見抜き、彼を罰するための

計画を立てます。彼女たちはファルスタッフの申し出を受け入れるふりをし、彼を

からかうことを決意します。 

第二幕 

• 舞台: ミス・フォードの家 

• ミス・フォードとミス・ページは、ファルスタッフを嘲笑するための計画を実行に移し

ます。彼女たちはファルスタッフを家に招待し、彼をからかいます。 

• 一方、ファルスタッフは、彼の策略が成功することを確信し、喜びを感じていま

す。しかし、彼の喜びは短命で、ミス・フォードとミス・ページの罠にはまってしまい

ます。 

• ミス・フォードは、ファルスタッフを隠し場所に追い込むために策略を巡らせ、彼を

からかうために家の中に隠し、彼を驚かせます。 

第三幕 

• 舞台: ミス・ページの家 

• ファルスタッフは、ミス・フォードとミス・ページによって二度目の罠にはまり、家の

中での大騒ぎになります。彼は、さまざまな騙しや策略に巻き込まれ、最終的に

彼の愚かさが暴露されます。 

• 最終的に、ファルスタッフは、彼の過ちと騙されたことに気づきますが、彼のユー

モアと人間性によって許されることになります。彼の愚かさと人間的な側面が、

物語の結末を和らげます。 

音楽とテーマ 



• 音楽の特徴: 《ファルスタッフ》は、ヴェルディの音楽の晩年に作曲されたもの

で、ユーモアと軽快なリズムが特徴です。音楽は、喜劇的な要素とドラマティック

な要素を融合させ、ファルスタッフのキャラクターと彼の詐欺を表現しています。 

• 主要なアリア: 

o 「ファルスタッフのアリア（Largo al factotum）」: ファルスタッフの自信に満

ちたアリアで、彼の自己中心的な性格と詐欺の手口が描かれていま

す。 

o 「ファルスタッフの嘘（Tutto nel mondo è burla）」: ファルスタッフが、自分

の詐欺が露呈した後の気持ちを歌うアリアです。 

• テーマ: 《ファルスタッフ》の主要テーマは、喜劇、詐欺、そして人間性です。フ

ァルスタッフの愚かさと詐欺が中心となり、彼のキャラクターがユーモアと風刺で

描かれています。また、人間の本性や社会的な期待に対する批判も含まれて

います。 

舞台演出と視覚的要素 

• ユーモアの演出: 《ファルスタッフ》の舞台演出は、喜劇的な要素と風刺を強

調したものが多いです。舞台装置や衣装は、時代背景やキャラクターの性格を

反映し、コミカルなシーンを強調します。 

• 感情的な演出: ヴェルディの音楽と合わせて、キャラクターの感情や内面の葛

藤が表現されます。特に、ファルスタッフの愚かさとユーモアが強調され、物語

の結末に向けて感動的な要素も含まれます。 

結論 

《ファルスタッフ》は、ジュゼッペ・ヴェルディの最後のオペラであり、彼のキャリアの集大成

を示す作品です。シェイクスピアの喜劇的なキャラクターを基にしたこのオペラは、ユーモ

アと人間ドラマが融合し、ファルスタッフのキャラクターが中心となる物語です。ヴェルデ

ィの音楽と喜劇的な演出が組み合わさり、多くのオペラファンに愛され続けています。 
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